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国際ロータリー第2660地区
ガバナー 岡 部 泰 鑑

ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2660 1

　今月は、世界理解月間です。

　1905年2月23日この記念すべき日は、ポール・ハ

リス、ガスターバス・ローア、シルベスター・シー

ル、ハイラム・ショーレーの４人がシカゴで初めて

会合を開いた日で、ロータリーの創立記念日になっ

ています。

 そこで、2月は「世界理解月間」（World Under-

standing Month）であり、この月間中ロータリーク

ラブは、世界平和に不可欠なものとして、「理解と

善意」を強調するクラブ・プログラムを行うよう要

請されています。

　また、2月23日の創立記念日は、世界理解と平和の

日（World Understanding and Peace Day）と定めら

れており、各クラブはこの日、国際理解と友情と平

和へのロータリーの献身を特に認めることとし、強

調することになっています。

　さらに、2月23日から始まる1週間を「世界理解と

平和週間」と呼び、ロータリーの奉仕活動を強調す

ることを決議しています。

　さて、R I第2680地区パスト・ガバナー、元R I会

長代理 深川純一氏は、自身のブログの中で「国際奉

仕」「国際理解」についてこう述べておられます。

国際奉仕論の論点について、①国家間の利害が対立

する時は、力の行使をもって解決しようとします。

これが戦争です。このような国家間の利害の対立の

中で、個人の善意をもって解決すべき奉仕の実践類

型を国際奉仕といいます。②新しい問題として南北

問題が出て来ました。ロータリーはこの問題に対す

るロータリアン個人の善意の働きかけの分野を1962

年、世界社会奉仕WCSと呼びました。③ロータリー

は、国際奉仕のニーズを解決する方便の問題として

ロータリー財団という制度を作り上げ、それは今日、

立派な仕事をしています。

 さらに「国際奉仕の本質」について、ロータリーは、

1921年個人の善意の世界に立って、地球上の全ての

人達を善意で繋いでいく運動としてロータリー運動

を捉えようと考えました。

　戦争の有無に拘わらず、一人一人のロータリアン

が人と人とを善意で結ぶという考え方で、国際社会

の全ての人達とお付き合いをした時に、ロータリー

運動に、もし力があれば国際的な理解と親善と平和

を保障することが出来ると考えたのであります。

　この国際奉仕の決議はまさに初期ロータリーの原

理の集大成のハイライトの一つとして宣言せられる

に至ったのであり、これが今日の国際奉仕の意味す

る全てのものであることを理解しなければならない

のであります。

　これは永遠不変の原理の宣言であり、どんなに時

代が変わろうとも国際奉仕の実践としては「個人の

善意と善意」を結ぶこと以外のものはないと言わな

ければならないのでありますと結んでおられます。

　現在、世界の中では今なおポリオ等の健康問題、

貧困、災害、戦争等の問題が起こっています。私達

が出来ることは直接手を下すことは少なく、個人の

善意、すなわち奉仕を通じて解決を計ることが求め

られます。

　昨年3月11日に起こった東日本大震災における日本

国内のみならず、世界各国からの人・物の援助活動

を受けたことは記憶に新しいところです。

　世界理解月間にあたり、今一度世界に目を向けて

ロータリーの奉仕活動を考えてみましょう。

合掌　

世界理解月間によせて
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ガバナ－・エレクト 高 島 凱 夫 （大阪中之島ＲＣ）

　ガバナー・エレクトには「ガバナー・エレクト研

修セミナー（GETS）への出席義務」、「国際協議会

への出席義務」があることは、みなさまご存知のこ

とと思います。

　アメリカ・サンディエゴで行われます国際協議会

に出席した時に、そこでの研修効果が充分に発揮さ

れるために、それぞれの国単位、ゾーン単位でGETS

が開催される訳です。

　日本では、第1回目が2011年9月8日・9日にグラ

ンドプリンスホテル新高輪・高輪で、第2回目が11月

24日第40回ロータリー研究会にあわせてリーガロイ

ヤルホテル大阪で開催されました。1回目のGETSで

は、34地区中32地区（第2640、第2730地区のガ

バナー・エレクトが決まっていませんでした）のエ

レクトが、2回目には、34地区のエレクトが夫婦同伴

で招集されました。

　以前、松本直前G、岡部Gから「7月になったら、

GETS用の研修資料が段ボール箱いっぱい送ってく

る」とお聞きしていましたので、今年の夏休みはな

いものと諦めていましたが、8月も終わりに近づいて

も件の段ボール箱は届かず、代わりに「ガバナー要

覧　2012～2013」だけが入った少し大きめの封筒

が届きました。不安に思い、RI日本事務局に電話を

入れると「それを持ってきて下さい」とのことで、

少しホッといたしました。が、それは晩夏の短い夢

に終わりました。

　1回目GETS初日は、9時から配偶者同伴での開会

本会議でスタートしました。招集者・近藤 雅臣RI理

事のジョークをまじえた中にも「この2日間は厳しい

ですよ」とのご挨拶などがあり、本番の研修会（グ

ループ討論）に入りました。2グループに分かれ、セッ

ションごとに講義とグループ討論、意見発表などが

行われます。1日目のセッションは、①責務と長期計

画、②地区リーダーシップ・プラン、③指導者の育

成、④地区の運営、⑤ロータリアンとのコミュニケ

ーション。その後配偶者同伴で、ロータリーの友、

ロータリー米山奨学会プログラムの講話を聞き、終

了したのは17時50分でした。2日目は8時にセッショ

ン開始。①好ましい公共イメージの推進、②会員基

盤の強化、③奉仕活動の支援、④・⑤未来の夢計画、

⑥国際協議会の準備。配偶者も同じ時間帯に、ロー

タリー全般にわたり研修を受けていました。このセ

ミナーで、研修の労をお執りいただいたRI研修リー

ダーの皆様方の献身的な姿に感激いたしました。

　2回目GETSは、国際協議会（米国・サンディエ

ゴ）への参加のための準備が主体でした。協議会の

「国際祭りの夕べ」での日本チームの出し物「花笠

音頭」の練習も女性たちの主導のもと、充分に行わ

れました。

　この原稿を書いている12月21日、田中 作次RI会

長エレクトから、16頁にわたる「2012年国際協議

会の行事日程」がメールで送られてきました。拝見

してみますと、1回目のGETSと同様、極めてタイト

なスケジュールが記載されています。

　この月信が発行される頃は、“お尻に火がついた”

状態で、第2660地区の名を汚さないように、国際協

議会では全力で知識を吸収し、皆様方に勝るとも劣

らぬロータリアンになるよう努力をしている頃かと

思います。

ガバナー・エレクト研修セミナー
（GETS）に参加して
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財団国際親善奨学生
帰国報告会 財団奨学金・学友委員会

委員長 牧 尾 晴 喜（大阪ネクストRC）

2011年12月3日（土）の夜、

ガバナー事務所の近くにある

ドルフィンズ堺筋本町店で「財

団国際親善奨学生の帰国報告会

と忘年会」をPSCの主催で開

催しました。昨年に引き続いて

第2回となる、3委員会合同『学

友の集い』とし、PSC会員以外

に、GSEアルムニ会の方々、米

山学友会の方々、および関連委

員会のロータリアンにも参加

を呼びかけ、学友間の幅広い

交流を図っていただくようにし

ました。当日の参加者は60名

近くにもおよぶ大忘年会となり

ました。

　当日は、PSC会長の野村雅夫さんの司会で進行し

ました。米山奨学生学友会（関西）からは同会の近

況などを、GSEアルムニ会からは、スリランカへの

チーム派遣に際する準備状況や意気込み、そして、

以前にご参加いただいた全国学友会の結成式の様子

をお伝えいただきました。当委員会の奨学生の帰国

報告では、2009～10年度奨学生の土岐友季子さん

（フランス、ヴェルサイユ音楽院）、2009～11年度

奨学生の水田百合子さん（フランス、パリ第3大学）、

2010～2011年度奨学生の依田悠介さん（アメリカ、

ペンシルバニア大学）が、留学体験を通じての研究

活動や国際親善活動、人生観の変化などを熱心にス

ピーチされました。警察官であるロータリアンがカ

ウンセラーであったために、内側からドアを開けら

れない車両で送迎いただいた等、ユニークな経験も

あったとのことです。今後のロータリーとの積極的

なかかわりについても抱負を述べていただきました。

昨年はどうしても各委員会で集まってしまいがち

であったため、今年はなるべ

く分かれて座るように最初に

誘導するなど配慮して、より

積極的な交流を促しました。

終始なごやかな雰囲気で会が

進行し、大変盛り上がりまし

た。今後も、このような学友

同士、委員会同士の交流を継

続できれば、お互いの刺激や

ロータリー活動の活性化にも

つながるのではないかという

期待感を抱く一夜となりまし

た。
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　例年12月中旬には地区の委員会と派遣学生（out-

bound）のオリエンテーションを開催し、その後、

青少年交換を経験した学生たちの組織、ROTEXのメ

ンバーによるクリスマスパーティが開かれます。今

年は12月10日（土曜日）に午後5時半から大阪シテ

ィープラザホテルでパーティが始まりました。参加

者は外国からの学生（inbound）7名、派遣学生6名

それにホストファミリー、顧問ロータリアン、委員

会のメンバーで約60名でした。最初にinboundの学

生が日本語による近況を述べ、それから派遣学生6名

が英語で自己紹介を3分以内で参加者の前で行いまし

た。このスピーチはオリエンテーションの度に行って

いますが、特にこの会では重要です。乾杯の後、お

いしい料理を立食形式でワイワイ楽しみ、いよいよ

inboundの学生たちやROTEXのメンバーによる出し

物です。サンタクロースやトナカイに扮したメンバ

ーが雰囲気を盛り上げます。最後はムカデゲームで

全員順番を決め、プレゼント交換をしました。午後8

時、名残の惜しい閉会でした。この楽しい雰囲気を

味わっていただきたく4葉の写真を並べました。

青少年交換委員会
クリスマスパーティ 青少年交換委員会

委員長 野 村 正 勝（箕面中央RC）
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第23回 第2660地区ガバナー杯争奪
軟式野球大会を終えて！ 軟式野球同好会マネージャー

新 井 文 三（大阪帝塚山RC）

　2011年10月16日（日）、昨年度に続いて、高島

GEに御参加をいただき始球式を挙行いたしました。

本年度第23回大会は、出だしの初日より雨に邪魔を

され、球場確保とメンバー不足に悩まされたクラブ

の棄権試合に翻弄された一日で始まりました。

　今年はあの忌々しい3月11日の未曾有の巨大地震

による「東日本大震災」が起り、日本中のみならず

世界中をも震撼させた最悪の出来事がありました。

当時は、国全体が自粛ムードに包まれ他聞に漏れず、

昨年度本大会の表彰式や懇親会も中止となりました。

一時本年度ホストを承っている当クラブとしては悩

みました。今大会を取り止めて大会費用を義援金と

して拠出する方が良いのでは？色々な葛藤の末、元

気を出してもらう為には、我々が元気を出して沈ん

だ気持ちを払拭しなければという思いから、大会開

催を決意しました。

　「夢の甲子園に出場しよう！」をターゲットに、

白球を追い続けるも寄る年波とメンバー不足には勝

てず年々意気消沈するばかりです。それでも、ひと

たびグランドに立てば相手に向かう姿は真剣そのも

の。又、メンバー不足の窮状を考えると怪我は絶対

禁物。そんなこんな事情を想うと必然と力が入り迫

真のプレーを生じる。何はともあれ今大会も大きな

怪我人も出ず、全日程を消化することが出来ました。

これも偏に参加ロータリアンの寛容と奉仕の精神の

賜物と感謝の念にたえません。本年度大会は10チー

ム（大阪大手前、大阪中之島、大阪平野、大阪うつ

ぼ、寝屋川、吹田、吹田西、くずは、八尾、大阪帝

塚山）でリーグ戦を戦いました。各チーム、各々に

好プレー、珍プレーが続出する試合、時間制限が惜

しまれる試合等々、すばらしい試合ばかりです。試

合前日又は、当日に雨に祟られ全試合消化が危ぶま

れましたが、何とか決勝戦まで実施することが出来

ました。その決勝戦を制したのは昨年度覇者の吹田

西RCです。くずはRCの善戦もあと一歩及ばず、最

終回の裏で逆転負けのクロスゲームでした。試合時

間も今大会最長の1時間46分と近年にはないすばら

しい試合でした。終わってみれば大会開催で苦悩し、

開催を決意した意義が大変大きいことを痛感いたし

ました。次年度は新チーム「大阪東淀ちゃやまちRC」

を新しい仲間としてお迎えする予定です。そしてホ

ストクラブには古豪「大阪平野RC」にバトンタッチ

いたします。

　最後に、「東日本大震災」で被災された東北地方

の一日も早い復興を心よりお祈り申し上げます。
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　ロータリーを通じ友情を培った、かけがえのない

友　吉川謹司さんが79年の生涯を終えられました。

残念でたまりません。

　吉川さんと最初にお会いしたのは、小生が97年G

に就任したときでした。

　GEとして小生をどれだけ助けて頂いたか、その

数々を思い出しながら感謝の念で一杯です。

　ご承知のように吉川さんは腰が低く、何方に対し

ても誠心誠意尽くされる方でした。まさに奉仕の心

に徹した真のロータリアンであったといえます。

　決して多弁でなく静かな方でしたが、ときには、

正論を堂々と述べられる論客でもありました。

　吉川さんはG就任後、2004年に開催される国際大

会準備のための4地区合同地区大会委員長として活躍

されることになり、その際、井上PGを財務長に、小

生を事務総長に任命され、3人で頑張ることになりま

した。

　このとき、吉川、井上、近藤の「3人組」が結成

されたのです。

　このコンビは2004年の国際大会関西開催のときに

も吉川事務総長、井上財務長、近藤実行委員長と

なって頑張りました。

　この大会は国際大会の歴史始まって以来最高の参

加者数を数え、その記録は未だに破られていないこ

とに私どもは秘かな誇りを感じている次第です。

　堅い絆で結ばれた3人組はその後も続き、小生が招

集者として研究会を2回開催しなくてはならなくなっ

たときも、実行委員長、副委員長、財務長などの役

割を背負って頂きました。

　昨年の10月13日の研究会準備委員会のとき、いつ

も一階まで送って頂き歓談していたのですが、その

ときは階段を降りるのが辛いのでといわれ、その場

で失礼しました。

　相当弱っておられたのに無理して出席して頂いて

いたのだと今頃わかった自らを責めている次第です。

　それほどに奉仕に徹底されていた姿を忘れること

はできません。

　12月11日帰らぬ人となられたことを奥様から電話

で聞き、しばらく呆然としていましたが、どうして

そんなに早く逝ってしまうのですかと心の中で彼を

責めていました。

　本当に惜しいロータリアンそして親友を失ってし

まいました。

　人間だれでも死を迎えなくてはなりません。しか

し、それを見送ることは本当に悲しいものです。

　その悲しさを克服して彼の分もロータリーに尽く

すことによってご恩に報いなければと思っています。

　吉川さん、ゆっくりお休みください。

吉川謹司
パスト・ガバナーを偲んで RI理事、パスト・ガバナー

近 藤 雅 臣（千里RC）

吉川謹司パスト・ガバナー
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R.C. パスト・ガバナー

　2004年、大阪で開催されました国際大会の頃から、

近藤、吉川、井上は大阪3人組と呼ばれるようになり

ました。長幼でも、ガバナー就任順でも真ん中の

吉川さんが、旧臘、吉川忠章代表幹事の後を追うよ

うに鬼籍に入られたことは痛恨の極みであります。

　初めて親しくお話をするようになったのは、近藤

DG時代、吉川さんがGEの時です。

　近藤DGが出席された地区の会合には、勉強のため

と必ず出席され、代表幹事だった私は、その真摯な

態度に吉川さんのお人柄を知りました。

　翌年の地区大会は、国際大会のリハーサルとなる

よう4地区連合大会として大阪ドームで開催され、

2年後にこの時のメンバーが国際大会の近藤実行委員

長、吉川事務総長、井上財務長に任命され、開催ま

での3年間昼となく夜となく顔を合わせておりました。

　その国際大会では、ドーム会場とRRH本部を結ぶ

アクセス確保のため水路を利用することとなりまし

たが、ドーム前には当時船着き場がなかったのです。

吉川さんはその実現に奔走され、大会初日に大阪

ドーム岩崎港開港式が行われました。愛称大阪ドー

ムロータリー港と名付けられた大会のメモリアルプ

レートは吉川さんの名と共に今も港にあります。

　常に完璧なお仕事をされた一端ですが、国際大会

の成功は、頂きの千玄室大会委員長のお力と相まっ

て、近藤実行委員長とのトリオの真ん中の吉川さん

のお力が真に大きかったと改めて振り返っておりま

す。

　5年前に規定審議会代議員の代役を突然頼まれた時、

初めてご病気のことを知りましたが、その後も第

2660地区の事を気にかけられ、RI理事選出、大阪ネ

クストRC創立、ロータリー研究会等々ご一緒にご尽

力を頂きました。

　吉川さんに改めて限りなき感謝の念を捧げ、心よ

りのご冥福をお祈り致します。

　近藤理事が読まれた弔辞の通り吉川さんを永遠の

お仲間として、ロータリアンであったことの幸せと

共に決して忘れることはありません。

　吉川さん、ありがとうございました。

井 上 暎 夫（千里RC）

吉 川 謹 司 会員
略歴

賞

ロータリー歴

1952年

2002年

2002年

2004年

1979年

1991年

1993年

1971年10月14日

1982年～1983年

1986年～1987年

1996年～1997年

1998年～1999年

2002年～2003年

2003年～2004年

（株）セイリュウ  代表取締役社長就任

大阪南飲料観光協会会長

財団法人  日本国際連合会  評議委員

大阪市・サンパウロ市姉妹都市協会  会長

ブラジル・サンパウロ市名誉市民賞  受賞

ブラジル国  南十字星国家勲章  受章

大阪市国際貢献功労賞  受賞

　　　　　東大阪東ロータリークラブ入会

　　　　　幹事

　　　　　会長

　　　　　第2660地区  世界社会奉仕委員長

　　　　　第2660地区  ガバナー

　　　　　第31回ロータリー研究会実行委員長

　　　　　第2710地区  地区大会  R I会長代理

　　　　　2004年国際大会事務総長（ホストクラブ）
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　カンボジアの子供達を重篤な後遺症もしくは死に至ら

しめる日本脳炎から救おうと計画し始め、1年10ヶ月目に

して、2011年12月9日カンボジア赤十字社シェムリアッ

プ支社で無料予防接種の開始と記念式典に参加するこ

とが出来ました。このプロジェクトは高槻RC、高槻東RC、

高槻西RC、大阪フレンドRCと世界遺産であるアンコー

ルワット遺跡近くのアンコールRCとのMGで、日本脳炎

が蔓延するカンボジアでこの病気自体が国民に認知さ

れていない状況下、保健省の協力のもと8,000人の子供

達に無料接種を行うもので、初年度は総額＄48,000と

なり、3年間の継続プロジェクトとして計画しております。

　ポリオ以外のワクチンをプロジェクト化する実績がな

い中、カンボジア保健省、薬事局、国立免疫センター等

政府関係との折衝には細心の注意と慎重な対応が必要

でした。又、カンボジアにはRCが4クラブしか存在せず、

各クラブともMGの上限である5個のプロジェクトを抱え、

世界中からプロジェクトの提案が集まっており、選り取り

の環境にあります。こういった状況の中、アンコールRC

への説得交渉に成功し積極的な協力を得ることになりま

した。が、そこで新しい困難にぶつかりました。前年まで

のMGの最終報告書が提出されておらずクローズされて

いないため、新しいプロジェクトが開始できない状況に

ある事が判明し、諦めきれない我々は未完成の最終レ

ポートの手伝いをすることにしました。相手クラブが無関

心であったり、担当者が退会していたり、MGそのものに

ついて互いの知識のなさもあいまってロータリー財団や

日本事務局の指導を受けながら何とか完成させ、そのひ

とつの枠に本プロジェクトを滑り込ませることができまし

た。

　カンボジアに4回渡航し大変な苦労もありましたが、し

っかりとした信頼関係をアンコールRCとシェムリアップ

保健局と築けたことは、大変ありがたいことであります。

このプロジェクトは今スタートしたばかりですが、私の中

では既にかけがえのない思い出、困難を乗り越えるパ

ワーをもらった出来事の一つになりました。ご協力いた

だいた医療関係者及び全ての方々に深く感謝します。

上 場 俊 哉（高槻東ＲＣ）
8,000人のカンボジアの子供達へ
日本脳炎ワクチンを無料接種
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大阪御堂筋RAC１名・茨木RAC1名・関西大学

RAC7名・大阪御堂筋RAC OB・OG2名、大阪中央RAC 

OB1名・RACメンバーの知人1名の合計13名で10月

13日夜より石巻市に災害ボランティアに行きました。

　10月14日昼、石巻入りをし、ボランティアセンター

が設置されている石巻専修大学のキャンパスへ向か

うまでの道中、GWに災害ボランティアで訪れ、作業

を行った場所へ立ち寄りました。ヘドロの掃除をし

たドブは何度もの掃除を経て、きれいになっており、

生活排水が問題なく流れているようでした。その周

辺を見渡すと、以前は残っていた建物が取り壊され

ているなど、街の雰囲気が少し変わっていました。

また、瓦礫の収集場は想像を絶するほどの車や瓦礫

が積み重なっていました。しかし、悪いことばかり

ではなく、信号が復旧している、仮設住宅があちこ

ちに見受けられる、一部の地域に新しいお店がオー

プンしている等、復興の兆しが見えました。

　ボランティアセンターの方の指示に従い、作業場

に移動しました。今回の作業は個人宅の片付けがメ

インでした。1日目は床下の泥撤去作業を行うことに

なり、メンバーの中でグループを組み、泥を土嚢袋

に詰める、土嚢袋を外に運び出す、この作業を何度

も何度も繰り返しました。泥は7カ月の間にすっかり

乾燥していましたが、厚さ3cm程の泥が床下のあら

ゆるところに残っていました。約400袋の土嚢袋に泥

を詰め、すべての泥を撤去することが出来ました。

　2日目は、勝雄にある個人宅の作業。勝雄は、今な

お電気、水道等も復旧しておらず、まだまだ街中が

生活の出来る状態ではありませんでした。地盤が下

がり、防波堤は倒れ、満潮時は道路が海水につかっ

てしまいます。また、この街は、台風12号の被害で

土砂崩れ等の被害も出たそうです。ボランティアセ

ンターに連絡をすると、片付けにボランティアが来

てくれるという情報等も行き届いておらず、その情

報を知らされたのは、震災から7カ月も経った10月

14日。それまで、一人で漁業の道具を探し出したり、

瓦礫を撤去したりされていたようです。私達以外に

も数名のボランティアが合流し、漁業の作業場の瓦

礫撤去、雑草抜き、漁業道具の整理等の作業を行い

ました。建物は全く残っておらず、すべてが瓦礫と

化していました。雑草も私達の背以上に生長し、私

道をふさいでいました。大人一人では抜くことが出

来ないほどに生長していました。また、漁業に使う

ロープは津波や土砂に巻き込まれ、ぐちゃぐちゃに

絡まっており、皆で協力し、根気よく１本１本ほど

きました。

　今回のボランティアでは被災者個人と関わり、色々

な話を聞くことが出来ました。新築の許可は出ない

がリフォームなら可能なこと、湾に入ってきた津波

の影響で勝雄の小学校の屋上に流された家が乗った

こと、勝雄にきた津波は水が見えず流れてきた木材

や瓦礫等が流れてきたこと。メディア等では伝わっ

てこない本当の現実を知ることが出来ました。私達

にできることは些細なことかもしれませんが、沢山

の現状を見て、話を聞き、正しい情報を伝え、継続

して出来る事を考えていくことであると感じます。

最後になりましたが、今回ボランティアに行くに

当たり、大阪御堂筋ロータリークラブの皆様、卓話

をさせていただいたロータリークラブの皆様、他ご

協力いただいた皆様に感謝します。そして、このメ

ンバーでボランティアに行けたことを誇りに思います。

石巻市
災害ボランティア報告 会長 髙 橋 洋 子

大阪御堂筋ローターアクトクラブ
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災害支援プロジェクト
委員長　井 上 暎 夫（千里RC）

災害支援プロジェクト報告（第8回）

　1月号に引続き、1月12日までの寄付金受入状況、地区基金申請案件承認・支出済状況、現在の地区寄付金残高

を報告いたします。前回もお知らせいたしましたが、1クラブ当たり200万円を限度として、そして1クラブ2回目

の支援も行っています。地区拠出金に余裕がありますので奮って被災地に第2660地区の「熱い思い」を送り「絆」を

広げましょう。地区内各会員皆々様方のご支援をお願い申し上げます。

（１）各クラブよりの寄付金受入状況と各クラブ地区基金申請案件承認状況    

　　　（イ）寄付金受入状況（2012年1月12日現在）   

寄付金額（円） 備考
ペニンシュラＲＣ　（中国(香港)）　　　　　　　※松本年度の繰越し 大阪城北ＲＣ
マニラＲＣ　（フィリピン）　　　　　　　　　　　　※松本年度の繰越し 大阪東ＲＣ
大東中央ＲＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　※松本年度の繰越し
摂津ＲＣ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※松本年度の繰越し
Taipei Shihlin RC　（台湾） 豊中南ＲＣ
豊中南ＲＣ
ＩＭ第６組
大阪城南ＲＣ
豊原北區扶輪社　（台湾） 大阪城南ＲＣ
大阪そねざきＲＣ
TAICHUNG RC　（台湾） 東大阪ＲＣ
守口ＲＣ
八尾東ＲＣ
利息
大阪ユニバーサルシティＲＣ
大阪城南ＲＣ
交野ＲＣ
大阪城南ＲＣ
２３６０地区　（スウェーデン） 青少年交換関連
大阪城南ＲＣ
くずはＲＣ
大阪梅田ＲＣ
ローターアクトクラブ
茨木東ＲＣ
豊中ＲＣ
地区大会募金箱への寄付
地区大会「仏像ひとノミひと削り」お賽銭寄付
大阪城南ＲＣ
大阪咲洲ＲＣ
大阪帝塚山ＲＣ
大阪城南ＲＣ

合　　　　　　　計

地区クラブ名および友好クラブ名（国名）
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　　　（ロ）地区基金申請案件承認状況（2012年1月12日現在）   

ク　ラ　ブ　名 プロジェクト内容 総　額（円） うち地区拠出基金（円）

くずはＲＣ 自転車・懐中電灯寄贈
大阪西ＲＣ 修学旅行交通費支援
大阪東南ＲＣ ボランティア活動
東大阪東ＲＣ 殺虫剤寄贈
大阪城南ＲＣ 家具備品寄贈
門真ＲＣ 教育用備品什器寄贈
大阪中之島ＲＣ 学校用家具備品寄贈
委員会主導１ 学校用家具備品寄贈
大阪天王寺ＲＣ 学童保育施設のエアコン設置
委員会主導２ 教育資材寄贈
大阪御堂筋ＲＣ ローターアクトクラブ奉仕活動の交通費補助
大阪帝塚山ＲＣ 消防団へ軽消防自動車寄贈
東大阪西ＲＣ 小中学校に石油ストーブ寄贈
大阪ＲＣ 小学校にガイガーカウンター寄贈
吹田ＲＣ 幼稚園にランドセル寄贈
委員会主導３ 鮭増殖プロジェクト支援
高槻ＲＣ 仮設住宅に浄水器寄贈
守口イブニングＲＣ 病院・幼稚園に浄水器寄贈
東大阪ＲＣ 支援物資寄贈
大阪城南ＲＣ 学校用家具備品寄贈
大阪南ＲＣ コミュニティセンター設置
八尾ＲＣ 災害救護車両寄贈
豊中千里ＲＣ 巡回車両寄贈
大阪東南ＲＣ 中古小型漁船寄贈
交野ＲＣ 餅つきセット寄贈
大阪フレンドＲＣ 心のケアプロジェクト
大阪帝塚山ＲＣ 軽消防自動車寄贈

合　　　計

（２）現在の地区寄付金残高（1月12日現在）
①直前ガバナー会から地区への返金

②地区内３５クラブへ返金

③地区内４７クラブから預けられた額　（①－②）

④地区内クラブからの寄付金　　　　　　　　　　　　30件

⑤地区内災害支援プロジェクト支援の拠出金　　　　　27件

⑥2520地区　支援金

⑦2530地区　支援金

⑧送金手数料

⑨地区大会募金箱　（北上西ＲＣへ送金）

⑩地区大会「仏像ひとノミひと削り」お賽銭　（R I第2520地区へ送金）

地区寄付金残高　（③＋④）－（⑤＋⑥＋⑦＋⑧＋⑨＋⑩）

72,845,511円

36,824,413円

36,021,098円

17,095,810円

20,852,734円

10,000,000円

5,000,000円

28,400円

69,472円

189,394円

16,976,908円
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米山奨学委員会

2011年11月末 全国寄付金合計額　　　　　　608,085,374円（前年度比4.52％減）   
 〃 第2660地区寄付金合計額　　　39,759,390円（前年度比4.45％増）   
2011年11月末 全国寄付合計トップ10 

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.

 
        

第2650地区 41,863,790円 
第2660地区 39,759,390円 
第2750地区 36,228,800円 
第2770地区 34,135,000円 
第2590地区 33,726,000円 
第2580地区 32,067,745円 
第2760地区 30,253,000円 
第2690地区 22,147,970円 
第2710地区 21,493,175円 
第2820地区 20,385,500円 

地区米山奨学委員会より

米山功労者
次の方たちに米山功労者の称号が贈られました。（2011年11月）

岩佐　嘉昭

瀬浦　宏康

田辺　稔

　本　一義

鈴木　勝俊

湯谷　登來男

岩本　昌治

原　　哽

酒井　俊一

福田　治夫

樋口　武男

古川　実

諏訪　正弘

山本　雅弘

有竹　正巳

橋山　宗弘

堀　　隆

藤村　達夫

入船　禎三

門田　雅輝

栗山　大作

東大阪RC

東大阪RC

東大阪RC

東大阪RC

東大阪中央RC

東大阪中央RC

くずはRC

箕面中央RC

箕面中央RC

守口イブニングRC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪東RC

大阪東RC

大阪東RC

大阪東RC

大阪東RC

大阪東RC

大阪東RC

1回目

2回目

1回目

6回目

3回目

7回目

2回目

7回目

1回目

3回目

1回目

1回目

1回目

2回目

2回目

1回目

10回目

3回目

2回目

2回目

1回目

氏　名 回　数 クラブ名 氏　名 回　数 クラブ名

森田　豊成

中村　健

中許　忠和

竹内　定夫

吉村　孝文

島田　喜代司

林　芳繁

小路　徹二

髙橋　守

藤本　滝三

藤本　和茂

平田　勝久

神戸　鐵夫

松崎　勝司

西村　淳晨

西村　敏治

小田　眞弘

佐々木　実

四宮　孝郎

田邉　和宏

露口　佳彦

大阪東RC

大阪東RC

大阪東RC

大阪東RC

大阪東RC

大阪平野RC

大阪柏原RC

大阪柏原RC

大阪柏原RC

大阪なにわRC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

2回目

5回目

4回目

1回目

3回目

18回目

6回目

4回目

2回目

1回目

3回目

5回目

5回目

1回目

4回目

5回目

4回目

1回目

6回目

4回目

6回目



GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  2012.2
ROTARY INTERNATIONAL DISTRICT 2660 13

氏　名 回　数 クラブ名 氏　名 回　数 クラブ名

米山功労クラブ
次のクラブに米山功労クラブの称号が贈られました。
                                                               （2011年11月）

東大阪RC

東大阪中央RC

大阪東RC

大阪北RC

大阪西南RC

大阪心斎橋RC

吹田RC

吹田江坂RC

吹田西RC

54 回目

34 回目

78 回目

76 回目

70 回目

30 回目

52 回目

22 回目

30 回目

回　数クラブ名

　　英明

早川　謙一

岩佐　厚

井村　周平

鴻野　精彦

小嶋　秀夫

五味　千秋

上野　好清

米田　文郎

原田　渉

川本　達雄

野上　恭嗣

安田　正幸

今村　聖三

山本　富造

川瀬　甲子雄

奥谷　英夫

石田　弌二

木村　雄次郎

大橋　弘一

大前　清彦

谷　安都子

田中　豊司

山本　啓方

淀井　満福

榎谷　信彰

延　秀恵

芳賀　洋

北村　康栄

水谷　善博

長島　寛

内田　正

山﨑　睦治

青木　建雄

石﨑　克弘

井伊　圭一郎

宮川　藤一郎

中　　章

大阪西南RC

大阪心斎橋RC

大阪心斎橋RC

大阪心斎橋RC

大阪心斎橋RC

大阪心斎橋RC

大阪心斎橋RC

大阪心斎橋RC

大阪心斎橋RC

大阪城北RC

大阪城北RC

大阪城北RC

大阪城北RC

大阪フレンドRC

大阪フレンドRC

千里RC

千里RC

吹田RC

吹田RC

吹田RC

吹田RC

吹田RC

吹田RC

吹田RC

吹田RC

吹田江坂RC

吹田江坂RC

吹田江坂RC

吹田江坂RC

吹田江坂RC

吹田江坂RC

吹田江坂RC

吹田江坂RC

吹田西RC

吹田西RC

吹田西RC

吹田西RC

吹田西RC

2回目

3回目

3回目

1回目

3回目

3回目

1回目

4回目

3回目

2回目

3回目

5回目

1回目

1回目

3回目

5回目

3回目

4回目

8回目

5回目

1回目

1回目

1回目

1回目

4回目

5回目

3回目

5回目

5回目

5回目

5回目

3回目

3回目

2回目

4回目

3回目

6回目

5回目

3回目

1回目

5回目

岡　信行

荻田　倫也

澤木　政光

吹田西RC

吹田西RC

豊中RC
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ロータリー財団

ポール・ハリス・フェロー
次の方たちにポール・ハリス・フェローの称号が
贈られました。（2011）

武枝　敏之

平松　克一

津江　明宏

吉住　英一

春次　賢太郎

香西　喜八郎

難波　正人

五　　信行

生塩　之敬

小寺　潤一

松尾　宗好

新井　信彦

五味　千秋

日野　年澄

吉澤　正人

中西　康良

井上　晶博

岸本　忠三

土谷　裕彦

安藤　圭一

松本　鐵一

尾崎　裕

池田　靖忠

栗原　裕

中村　一

藤本　滝三

西尾　智子

豊中RC

茨木東RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

豊中RC

豊中RC

大阪東RC

大阪心斎橋RC

大阪心斎橋RC

東大阪RC

茨木RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪船場RC

大阪船場RC

大阪なにわRC

大阪西南RC

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー
次の方たちはマルチプル･ポール・ハリス・フェロー
です。（2011）

原　　哽

山下　聰一郎

増本　猛

水野　明人

山田　一郎

羽鳥　敬彦

更家　悠介

須崎　洋一

北川　勝治

中許　忠和

土井　孝夫

藤村　達夫

大森　富夫

村田　吉弘

山下　仁孝

藤澤　肇

山田　精三

竹馬　忠雄

福西　幸夫

濵谷　和也

竹村　秀雄

三好　千代子

早川　徹

伊藤　勲

岡本　修

上野　昌也

嘉納　秀一

平岡　龍人

笹倉　敏彦

岩波　清久

野村　明雄

領木　新一郎

川上　善司

岡部　卓雄

清水　清一

大嶋　捷正

今泉　忠亮

3回目

1回目

3回目

1回目

4回目

1回目

1回目

4回目

4回目

2回目

2回目

4回目

1回目

7回目

1回目

1回目

1回目

2回目

2回目

2回目

4回目

1回目

1回目

2回目

1回目

4回目

2回目

2回目

1回目

1回目

1回目

3回目

1回目

4回目

2回目

2回目

2回目

箕面中央RC

千里メイプルRC

茨木東RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

東大阪東RC

大阪東RC

大阪東RC

大阪東RC

大阪東RC

大阪東RC

大阪東RC

大阪東RC

大阪心斎橋RC

大阪心斎橋RC

大阪心斎橋RC

大阪心斎橋RC

東大阪RC

東大阪RC

茨木RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪RC

大阪平野RC

大阪平野RC

大阪船場RC

大阪船場RC

大阪船場RC



津留　正孝

三好　洋二

矢橋　弘嗣

遠藤　友一郎

石橋　高夫

中村　健

植田　卓

佐々木　誠

安藤　圭一

増田　國次

丹羽　健二

荻原　美津子

　　英明

梅本　禎親

大阪天王寺RC

池田くれはRC

千里RC

大阪難波RC

守口RC

大阪東RC

大阪心斎橋RC

守口イブニングRC

大阪RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

原田　稔

濱岡　正典

亀井　築美

神戸　鐵夫

笠井　文雄

木村　雅彦

無量井　興吉

八木　洋子

弥谷　佐兵衛

廣瀬　勘一郎

石田　秀

新井　清

郷上　勲

井伊　圭一郎

岡　信行

阪本　勝彦

生駒　俊雄

丸山　俊郎

片山　直

西川　知行

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

11月

2回目

3回目

2回目

3回目

3回目

2回目

2回目

2回目

2回目

4回目

2回目

3回目

2回目

1回目

1回目

1回目

3回目

8回目

1回目

1回目

大阪南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

大阪西南RC

吹田西RC

吹田西RC

吹田西RC

吹田西RC

吹田西RC

高槻RC

高槻RC

高槻西RC

高槻西RC

ベネファクター
次の方たちにベネファクターの称号が贈られました。
（2011） 
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　昨年12月に創立総会を行い、その後、日本事務局

を通じて、国際ロータリーへの加盟申請を行ってま

いりました大阪アーバンロータリークラブは、2011

年12月27日付で、R Iへの加盟を承認されました。こ

れにより、第2660地区各クラブの皆様の仲間入りを

させていただくこととなりました。創立まで、岡部

ガバナー・横山特別代表をはじめとして、非常に多

くの会員の皆様に、ご苦労をおかけしてまいりまし

たが、やっと、ここまで、やっとたどり着けて、船

出させていただくことができました。第2660地区の

会員の皆様のご協力に、会員一同、心より、厚く御

礼申し上げます。どうも有難うございました。

　年明けの2012年1月11日（水）7：30より、ホテ

ルグランヴィア大阪において、第1回目の例会を行い

ました。この記念すべき例会には、岡部ガバナー・

横山特別代表にご出席いただき、大阪アーバンロー

タリークラブ会員各自に、一人ずつ会員章を手渡し

ていただきました。さらに将来にわたる、激励の言

葉をいただき、会員一同、この日は、思い出に残る

例会となりました。これは、地区会員皆様の静かな

ご声援の賜物であると同時に、これからの厳しい時

代を乗り越えていかねばならない義務感と重なり、

会員一同、気持ちを引き締めて、今後の活動を行っ

てまいりたいと思います。

　地区会員の皆様には、今後とも、ご指導ご鞭撻を

賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

大阪アーバンロータリークラブ
初例会  開催 創立会長 西 口 宗 宏

大阪アーバンロータリークラブ

名　　　　　称

例　　会　　場

例　会　日　時

ビジターフィー

創　　立　　日

認証状伝達式

所　在　地　域

事　　務　　局

沿　　　　　革

大阪アーバンロータリークラブ

ホテル  グランヴィア大阪  20階
大阪市北区梅田3丁目1番1号　TEL 06－6344－1235

水曜日　7：30～8：30

2,500円

2011年12月8日

2012年2月6日

第2660地区の全域およびその周辺地域

〒545-0053  大阪市阿倍野区松崎町2丁目3番37-202号
　　　　　　西口税理士事務所  大阪アーバンロータリークラブ事務局
　　　　　　TEL 06－6622－1323　FAX 06－6622－0837
Mail：westgate@nifty.com
URL：http://www.osaka-urban-rotaryclub.org

スポンサークラブ　　ありません
ガ　バ　ナ　ー　　岡 部 泰 鑑（大阪城南RC）
ガバナー特別代表　　横 山 守 雄（大阪中央RC）

【 ク ラ ブ の 概 要 】
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2011年 12月度  会員数・出席報告
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文　庫　通　信　（292号）
　「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資

料室です。

　ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万３千点を収集・整備し皆様のご利用に備え

ております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料につい

てはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。

　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。

　以下資料のご紹介を致します。

ガバナー月信より

 ◎「クラブ活性化の為の知恵」　　大澤德平　2011　1p　　（D.2640月信）

 ◎「ロータリーの意味論（3）人間モラトリアム」　　久野　薫　2011　4p　　（D.2680月信）

 ◎「ロータリーの意味論（4）因縁果律」　　久野　薫　2011　4p 　　（D.2680月信）

 ◎「ロータリーの意味論（5）犠牲なき奉仕」　　久野　薫　2011　4p　　（D.2680月信）

 ◎「基本」　　玉井公詞　　　2011　1p　　（D.2650月信）

 ◎「会員増強におもう」　　杉本　直　2011　1p　　（D.2650月信）

 ◎「最近思うこと」　　大西省司　2011　1p　　（D.2650月信）

 ◎「例会は楽しいですか～『職業奉仕について』」　　森　玄房　2011　2p　　（D.2550月信）

 ◎「日々是職業奉仕」　　大澤德平　2011　1p　　（D.2640月信）

 ◎「10月職業奉仕月間に因んで」　　米田眞理子　2011　2p　　（D.2640月信）

ロータリー文庫
〒105-0011　東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3階

TEL（03）3433-6456・FAX（03）3459-7506
http : / / www.rotary-bunko.gr . jp
開 館＝午前10時～午後5時
休 館＝土・日・祝祭日



馬 場 一 雄 名誉会員

（豊中ＲＣ）

敬　弔 謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

タイ洪水被害義援金に対する御礼

2011年12月29日逝去（享年94歳）
会長、幹事、理事、クラブ奉仕プログラム委員長、
社会奉仕委員長、親睦委員長、緑化・環境保全委員長、
職業分類委員長

米山功労者（マルチプル）
ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター

新 田 久 治 会員

（大阪中央ＲＣ）
2011年12月9日逝去（享年85歳）
副会長、理事、国際奉仕委員長、職業奉仕委員長

米山功労者
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

片 山 晃 英 会員

（高槻西ＲＣ）
2012年1月15日逝去（享年72歳）
親睦委員長、社会奉仕委員長

今 村 　 正 会員

（大阪中央ＲＣ）
2012年1月1日逝去（享年83歳）
副会長、クラブ奉仕委員長、職業奉仕委員長

米山功労者
ポール・ハリス・フェロー

濱 本 宣 仁 会員

（大阪天満橋ＲＣ）

2012年1月11日逝去（享年51歳）

　タイで発生いたしました洪水の被害に対しまして、義援金のお願いをいたしましたところ、各クラブから多額

の募金が集まりました。義援金の総額は2,513,617円となりました。

　皆様からの義援金は、タイ第3550地区に送金し、現地の被災者救援に使用いたします。

　皆様のご理解とご協力に感謝申し上げます。

　なお、タイの洪水被害はまだ終息していないようです。引続き義援金を受付けますので、募金をお願い申し上

げます。

国際ロータリー第2660地区　ガバナー　　岡 部 泰 鑑　

守口イブニング R C事務所移転
移転日：2012年1月20日（金）

新住所：〒570-0038　大阪府守口市河原町10-5　守口ロイヤルパインズホテル5F

※電話、FAX、E-mailアドレスの変更はありません。

<お知らせ>



月信編集委員会からのおねがい

□ ガバナー事務所への月信に関するご連絡は、FAXまたは
　 E-Mailにてお願い致します。折り返し、できるだけ早く
　 ご連絡致します。

□ 投稿は原稿（写真付きの場合は一緒に添えて）を掲載月
　 の前々月20日までに、事務所必着でお送り下さい。
　 原稿はなるべくパソコンでの作成をお願い致します。
　 掲載の採否、字数の整理、並びに止むを得ない掲載月の
　 変更等につきましては、月信編集委員会にご一任下さい。

□ 物故会員のご連絡は、専用の用紙にてFAXをお願い
　 致します。

□ 今年度の月信につきましては、各クラブ理事・役員・事務
　 局・備品用に、各クラブの会員数に応じて部数を設定し、
　 無料配布致します。また、ご希望の会員には有料
　（年間2,200円・1冊200円）配布とさせていただき
　 ますので、出来るだけ多くの方のお申し込みをお待ち
　 しています。

月信編集委員会
・ガバナー
・地区代表幹事
・地区副代表幹事
・担当地区幹事
・担当地区幹事
・事務局長

岡部　泰鑑
境　　髙彦
渡邊　邦雄
畑田　　豊
尾﨑　敬則
今井　貢二

2011～2012年度
国際ロータリー第2660地区

【ガバナー事務所ご案内】

●事務局スタッフ
　ガバナー　　　　岡部　泰鑑
　地区代表幹事　　境　　髙彦
　地区副代表幹事　渡邊　邦雄
　事務局長　　　　今井　貢二
　事務局員　　　　栗正　久美
　　　　　　　　　春名　志保
　　　　　　　　　納多寿惠子

●所在地・電話・ファックス
　〒541-0052
　大阪市中央区安土町1－5－11
　トヤマビル東館6階
　TEL：06－6264－2660
　FAX：06－6264－2661

ガバナー事務所に会議室を
併設致しております。
最多　36名
詳細はガバナー事務所まで
お問い合わせ下さい。

●ホームページアドレス
　http://www.ri2660.gr.jp/

●メールアドレス
　gov@ri2660.gr.jp

●勤務時間
　9：30～17：00

●休　日
　土曜、日曜、祝日
　

※地下鉄堺筋線  堺筋本町駅  12番出口すぐ

至北浜

至日本橋

地下鉄
堺筋本町駅

セブン
イレブン

阪神高速
本町出口

Ｎ
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速

は一方通行


